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― 39 ―国文論叢別冊（第 1号　2023年 9 月）

■
小
特
集
　
近
世
文
芸
の
作
者
の
〝
姿ポ

ー
ズ勢

〟
―
序
文
を
手
掛
か
り
と
し
て

自
序
に
登
場
す
る
〈
作
者
〉

―
山
東
京
伝
の
戯
作
に
注
目
し
て

―

有
　
澤
　
知
　
世

は
じ
め
に
―
〈
山
東
京
伝
〉
と
い
う
虚
像
―

　

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
職
業
的
戯
作
者
〉
時
代
の
最
初
期
に
、
戯
作
界

の
第
一
線
を
走
り
続
け
た
山
東
京
伝
（
宝
暦
十
一
～
文
化
十
三
年
〈
一
七
六

一
～
一
八
一
六
〉）
に
注
目
し
、
彼
が
戯
作
の
自
序
に
お
い
て
、〈
作
者
〉
と

し
て
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
た
の
か
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
指
す（（
（

。

　

ま
ず
は
〈
作
者
〉
の
姿
を
端
的
に
描
く
も
の
と
し
て
、
作
中
に
登
場
す
る

肖
像
画
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
【
図
1
】
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、『
人
心
鏡
写
絵
』（
黄
表
紙
・
寛
政
八
年

〈
一
七
九
六
〉
刊
）
末
尾
に
描
か
れ
る
丸
鼻
の
男
だ
が
、
着
物
に
「
京
」「
伝
」

と
い
う
文
字
が
見
え
、
明
ら
か
に
、
序
と
巻
末
に
署
名
の
あ
る
作
者
・
京
伝

を
示
す
意
図
が
あ
る
。
こ
の
鼻
は
、
京
伝
が
自
作
に
多
用
し
「
京
伝
鼻
」
と

呼
ば
れ
た
も
の
で
、「
京
伝
」
と
い
う
名
前
が
用
い
ら
れ
な
い
時
に
も
、
作
者

を
想
起
さ
せ
る
記
号
と
し
て
登
場
す
る（（
（

。

　

一
方
で
、
京
伝
晩
年
の
姿
を
よ
く
写
し
た
も
の
と
評
さ
れ
る
肖
像
画
と
し

て
（
（
（

、『
長
髦
姿
蛇
柳
』（
合
巻
・
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
六
〉
刊
）【
図
2
】（
歌

川
国
貞
画
）
を
参
照
す
る
と
、
そ
の
鼻
筋
は
通
っ
て
お
り
、
京
伝
鼻
の
肖
像

と
は
異
な
る
。

　

稿
者（（
（

は
以
前
、
京
伝
鼻
や
、
式
亭
三
馬
の
書
判
「
ま
さ
る
」
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
考
察
し
、

　

本
来
作
者
の
存
在
を
朧
化
す
る
た
め
に
用
い
る
も
の
で
あ
っ
た
戯
名

と
結
び
つ
き
、
作
者
の
存
在
を
必
ず
想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。
彼
ら
が
用
い
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
自
分
の
存
在
を
喧
伝

【図 1】�『人心鏡写絵』十五丁裏　京
伝鼻の京伝（国立国会図書館
蔵、画像は国立国会図書館デ
ジタルコレクションに拠る。
DOI：10.11501/9892549）
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す
る
だ
け
で
な
く
、
作
者
が
意
図
し
た
作
者
像
を
読
者
に
提
供
す
る
た

め
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

と
結
論
づ
け
た
こ
と
が
あ
る
。
京
伝
鼻
の
〈
作
者
〉
像
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
京
伝
が
意
図
し
て
作
り
上
げ
た
虚
像
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
〈
山
東
京
伝
〉
と
い
う
虚
像
は
、
同
時
代
の
読
者
に
ど
の
よ
う

に
受
け
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
山
本
和
明
「
京
伝
・
雅
望
と
和
学
」（
（
（

は
、
坂
田
諸
遠
『
野
辺

夕
露
』
に
収
録
さ
れ
た
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
旗
本
た
ち
の
文
芸
の
集
ま
り
に
京
伝
が
呼
ば
れ
た
際
、
既
に
集
ま
っ
て

い
た
柳
亭
種
彦
や
石
川
雅
望
ら
が
威
儀
を
正
す
の
を
見
て
、
初
対
面
の
小
林

元
雄
は
冷
笑
し
て
い
た
が
、
京
伝
が
菱
川
師
宣
の
絵
の
鑑
定
を
行
い
、
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
こ
と
で
、
面
会
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
人
物

像
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
元
雄
は
、
京
伝
が
退
出

し
た
後
に
、
一
座
に
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。

　

案
外
の
人
柄
は
京
伝
な
り
。
己
最
初
は
戯
作
者
何
程
の
卓
識
や
あ
ら

ん
。
著
述
の
体
を
以
て
其
人
物
を
推
し
考
ふ
れ
ば
、
幇
間
芸
人
等
に
髣

髴
た
る
者
な
ら
ん
と
心
中
に
蔑
如
せ
し
に
反
し
、
一
面
識
に
其
人
品
の

凡
庸
な
ら
ず
。
芸
文
に
自
負
の
気
な
く
、
実
に
各
位
の
先
生
と
恭
敬
せ

ら
れ
し
も
理
な
り（（
（

　

町
人
で
あ
り
戯
作
者
で
あ
る
京
伝
と
、
旗
本
で
あ
る
元
雄
や
種
彦
と
の
社

会
的
身
分
の
差
が
、
こ
う
し
た
人
的
交
流
の
場
で
意
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
一
節
だ
が
、
本
稿
が
重
視
し
た
い
の
は
、
面
識
の

な
い
読
者
が
作
品
か
ら
想
像
す
る
〈
作
者
〉
像
は
、
実
際
の
京
伝
像
と
は
乖

離
し
て
お
り
、
戯
作
の
虚
構
性
が
〈
作
者
〉
と
い
う
幻
影
を
作
り
出
し
得
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
　
問
題
意
識
―
〈
職
業
的
戯
作
者
〉
の
自
己
韜
晦
―

　

冒
頭
に
述
べ
た
〈
職
業
的
戯
作
者
〉
と
は
、
中
村
幸
彦
『
戯
作
論
』（
角
川

書
店
、
一
九
六
六
年
）
が
、
寛
政
の
改
革
を
境
と
し
て
戯
作
の
性
質
を
前
期

と
後
期
に
分
類
し
、
前
期
は
知
識
人
の
戯
れ
と
し
、
後
期
は
、
出
版
機
構
の

発
達
に
よ
り
、
知
識
人
と
一
般
人
の
中
間
に
あ
る
作
者
が
登
場
し
、
作
品
が

商
品
化
さ
れ
た
も
の
と
定
義
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
用
語
で
あ
る
。

　

上
田
秋
成
に
注
目
し
、
彼
が
作
品
ご
と
に
異
な
る
戯
名
を
使
っ
て
〈
変
装
〉

す
る
こ
と
で
、
自
在
に
〈
作
者
〉
像
を
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
長

島
弘
明
「
変
装
す
る
〈
作
者
〉
―
上
田
秋
成
の
小
説
を
例
と
し
て
」（
（
（

で
は
、

「
文
人
作
家
」
た
る
秋
成
の
自
由
な
〈
変
装
〉
の
在
り
方
と
、
後
期
の
職
業
的

戯
作
者
と
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

作
品
ご
と
に
、
そ
の
都
度
選
ば
れ
た
戯
名
を
使
い
、
そ
の
戯
名
の
蔭

に
身
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
〈
変
装
〉
下
に
自
己
を
韜
晦

【図 2】�『長髦姿蛇柳』口絵　晩年の
京伝の肖像画（国立国会図書
館蔵、画像は国立国会図書
館デジタルコレクションに拠
る。DOI：10.11501/8929693）
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
幻
自
在
な
〈
作
者
〉
は
、
そ
の
作
品
の
世
界

を
、
他
の
ど
の
作
品
の
世
界
と
も
違
っ
た
世
界
に
、
徹
底
的
な
自
由
の

も
と
に
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
後
続
の
作
者
た
ち
、

例
え
ば
、
商
業
出
版
隆
盛
の
中
で
、
対
読
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
作
者
名

を
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
固
定
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
京
伝
や
馬

琴
、
一
九
・
三
馬
・
種
彦
な
ど
の
江
戸
の
職
業
的
戯
作
者
た
ち
（
彼
ら

は
秋
成
に
比
べ
て
や
や
窮
屈
な
〈
変
装
〉
を
強
い
ら
れ
て
い
た
）
と
は

違
い
、
小
説
は
あ
く
ま
で
余
技
で
し
か
な
く
、
し
か
も
多
様
な
表
現
活

動
の
う
ち
の
た
っ
た
一
つ
の
表
現
手
段
で
し
か
な
か
っ
た
文
人
作
家
の

秋
成
は
、
一
作
ご
と
に
戯
名
を
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
別
種
の
〈
作

者
〉
と
し
て
、
そ
の
多
様
な
あ
り
方
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

寛
政
の
改
革
以
降
の
戯
作
が
、
規
制
の
強
化
や
、
出
版
機
構
の
在
り
方
と

読
者
層
の
変
化
に
伴
い
、
改
革
以
前
の
そ
れ
と
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
こ
と

に
つ
い
て
は
、
稿
者
も
同
意
し
て
い
る
。

　

改
革
に
よ
り
京
伝
が
受
け
た
影
響
は
大
き
く
、
洒
落
本
三
部
作
（『
仕
掛
文

庫
』『
娼
妓
絹
籭
』『
錦
の
裏
』）
を
出
版
し
た
咎
で
寛
政
三
年
に
筆
禍
を
受
け

た
後
、
教
訓
性
の
高
い
作
風
へ
と
変
化
し
た
こ
と
や
、
寛
政
五
年
秋
、
銀
座

一
丁
目
に
紙
製
煙
草
入
店
を
出
店
し
て
新
た
な
生
活
を
構
築
し
よ
う
と
試
み

る
と
同
時
に
、
考
証
活
動
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（（
（

。

　

稿
者
自
身
も
、
京
伝
や
式
亭
三
馬
と
い
っ
た
戯
作
者
が
、
戯
作
執
筆
以
外

の
活
動
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
名
前
を
巧
み
に
〈
ブ
ラ
ン
ド
化
〉
し
て
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
改
革
以
降
の
作
者
像
の
特
色
と
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（（
（

。

　

し
か
し
一
方
で
、
中
村
幸
彦
氏（（1
（

が
戯
作
の
「
戯
」
と
い
う
字
に
注
目
し
、

「
こ
の
戯
の
使
用
は
、
当
時
の
知
識
人
が
、
儒
学
に
基
づ
く
彼
ら
の
教
養
か
ら

す
れ
ば
、
猥
雑
な
作
品
に
筆
を
執
つ
た
時
の
一
般
的
態
度
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
態
度
の
中
に
は
、
世
俗
を
描
き
、
卑
俗
の
文
字
を
弄
す
る

こ
と
の
、
遠
慮
、
断
り
、
面
は
ゆ
さ
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
を

前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
自
己
韜
晦
の
在
り
方
こ
そ
が
、
戯
作
を
戯
作
た
ら
し

め
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
職
業
的
戯
作
者
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
自
己
を

演
出
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
後
期
戯
作
の
性
格
を
捉
え

直
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
扱
う
京
伝
の
「
自
序
」
と
は
、「
序
」
と
明
記
さ
れ
て
い
な

い
場
合
で
も
、
作
者
の
署
名
が
あ
る
か
、
作
者
自
身
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
作
品
本
文
か
ら
独
立
し
た
内
容
を
持
つ
文
章
を
指
す
。

二
　
実
生
活
が
あ
る
〈
作
者
〉
の
ポ
ー
ズ

二

－

一
　
道
化
を
演
じ
る
〈
作
者
〉

　

鈴
木
俊
幸
氏（（1
（

は
、
黄
表
紙
の
嚆
矢
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』（
安
永
四
年
〈
一

七
七
五
〉
刊
）
に
「
画
工　

恋
川
原
町
戯
作
」
の
署
名
を
持
つ
序
文
が
備
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
作
者
の
署
名
入
の
序
文
な
ど
こ
れ
以
前
の
草
双
紙
に
は

皆
無
に
等
し
い
も
の
」
と
述
べ
、
作
中
に
あ
ら
わ
れ
る
作
者
は
、
生
活
者
と

し
て
の
倉
橋
格
や
、
画
工
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
距
離
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、
こ
う
し
た
描
か
れ
た
〈
作
者
〉
の
こ
と
を
、「
自
身
が
道
化
を
演

じ
る
姿
を
作
中
に
描
く
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
何
よ
り
道
化
の
演
技
な
の

で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

京
伝
が
初
め
て
自
作
に
序
文
を
施
し
た
の
は
、『
御
存
商
売
物
』（
黄
表
紙
・

天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉
刊
）
で
、
狂
言
役
者
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
で
冒

頭
に
登
場
し
た
京
伝
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

ま
か
り
出
た
る
者
は
、
春
ご
と
の
た
は
れ
ぞ
う
し
の
画
を
た
く
み
す

る
な
に
が
し
に
て
候
。
い
ま
だ
御
子
さ
ま
が
た
の
御
な
じ
み
う
す
く
候
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程
に
、
な
に
が
な
御
意
に
か
な
ひ
さ
む
ろ
う
こ
と
を
、
御
ら
ん
に
い
れ

む
と
存
つ
き
候
と
こ
ろ
に
。（
後
略
）

　
「
春
ご
と
の
た
は
れ
ぞ
う
し
の
画
を
た
く
み
す
る
な
に
が
し
」（
傍
線
部
）

は
、
京
伝
の
も
う
ひ
と
つ
の
姿
、
浮
世
絵
師
・
北
尾
政
演
を
示
す
。
発
端
で

は
多
く
の
画
材
に
囲
ま
れ
て
転
寝
を
す
る
浮
世
絵
師
の
姿
を
描
い
て
み
せ
、

い
か
に
も
政
演
の
生
活
を
思
わ
せ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
描
写
も
ま
た
虚
構
で

あ
り
、「
画
工
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
た
作
者
が
、
画
工
の
生
活
と
は
こ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
、
読
者
の
興
味
に
投
じ
た
演
出
を
し
て
み
せ
た
」（
（1
（

と
読

む
べ
き
で
あ
る
。

二

－

二
　
住
居
に
つ
い
て
の
言
及

　

続
い
て
、
作
者
の
属
性
を
示
す
記
号
と
し
て
、
住
居
に
つ
い
て
序
文
中
で

ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
ゆ
く
。
便
宜
上
、
大
き
く
「
菊

花
亭
」「
草
庵
」「
紙
製
烟
包
舗
」「
地
名
」
に
項
目
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行

年
順
に
、
主
な
事
例
と
作
品
情
報
を
記
し
た
。
ま
た
、
紙
面
の
都
合
上
、
全

て
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
避
け
た
。

〇
「
菊
花
亭
」

　

①�

「
於
菊
花
亭
」…
…
『
娼
妓
絹
籭
』（
洒
落
本
・
寛
政
三
年
〈
一
七
九
一
〉

刊
）

〇
「
艸
蘆
」
ほ
か

　

②�

「
予
が
艸
盧
の
傍
に
六
七
個
の
童
子
あ
り
」
…
…
『
実
語
教
幼
稚
講
釈
』

（
黄
表
紙
・
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
刊
）

　

③�

「
予
が
艸
庵
に
、
兎
角
道
人
亀
毛
真
人
と
い
へ
る
二
人
の
先
生
来
り
て
、

終
日
和
漢
の
故
事
を
談
ず
」
…
…
『
正
月
故
叓
談
』（
黄
表
紙
・
寛
政
九

年
〈
一
七
九
七
〉
刊
）

　

④�

「
書
肆
何
某
。
余
が
草
庵
に
来
た
り
。
稗ゑ
ざ
う
し史
の
編
述
を
乞
ふ
」…
…
『
凸

凹
話
』（
黄
表
紙
・
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
刊
）

〇
「
紙
製
烟
包
舗
」
ほ
か

　

⑤�

「
於
紙
製
烟
包
舗
」
…
…
『
忠
臣
蔵
前
世
幕
無
』（
黄
表
紙
・
寛
政
六
年

〈
一
七
九
四
〉
刊
）

　

⑥�

「
烟
草
入
見
世
に
お
い
て
」
…
…
『
人
心
鏡
写
絵
』（
黄
表
紙
・
寛
政
八

年
〈
一
七
九
六
〉
刊
）

　

⑦�

「
於
東
都
平
安
橋
煙タ
バ
コ
イ
レ
ミ
セ

包
舗
」…
…
『
忠
臣
水
滸
伝
』
前
編
（
読
本
・
寛
政

十
一
年
〈
一
七
九
九
〉
刊
）

〇
地
名

　

⑧�

「
上
田
縞
の
西
施
を
と
も
な
ひ
。
油
堀
に
棹
さ
し
て
斉
陶
の
出
店
に
隠
居

せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
。
板
元
の
越
王
あ
へ
て
ゆ
る
さ
ゞ
れ
ば
。（
中
略
）

此
草
紙
を
つ
く
る
。」
…
…
『
作
者
胎
内
十
月
図
』（
黄
表
紙
・
享
和
四

年
〈
一
八
〇
四
〉
刊
）

　

⑨�

「
大
江
戸
の
通
町
に
住
て
」
…
…
『
荏
土
名
産
杖
』（
黄
表
紙
・
文
化
二

年
〈
一
八
〇
五
〉）
※
た
だ
し
『
四
季
交
加
』（
寛
政
十
年
刊
）
の
序
文

の
転
用

　

⑩�
「
わ
し
が
在
所
は
京
橋
の
。
京
の
田
舎
の
果
迄
も
。」
…
…
『
糸
桜
本
朝

文
粋
』（
合
巻
・
文
化
七
年
〈
一
八
一
〇
〉
刊
）

　

右
に
み
た
よ
う
に
、
作
品
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
〈
作
者
〉
の
居
場
所
は
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異
な
る
。

　

①
の
「
菊
花
亭
」
と
は
、
寛
政
二
年
に
身
請
け
し
て
結
婚
し
た
遊
女
の
名
、

菊
園
に
拠
る
命
名
で
、
こ
の
頃
の
京
伝
の
の
ろ
け
と
し
て
評
さ
れ
て
い
る
。

②
～
④
の
「
艸
盧
」「
草
庵
」
な
ど
は
、
い
か
に
も
隠
者
め
か
し
て
い
る
が
、

作
中
の
登
場
人
物
や
本
屋
が
訪
れ
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
実
際
の

居
所
と
い
う
よ
り
も
、
作
中
に
設
定
さ
れ
た
虚
構
の
空
間
と
考
え
る
の
が
良

い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
庵
」
は
、
煎
茶
の
道
具
や
中
国
風
の
文
房
具
、
立
派
な
書

箱
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
文
人
的
空
間
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
が（（1
（

、【
図

3
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
う
い
っ
た
文
人
風
の
書
斎
に
い
る
〈
作
者
〉
も
、

滑
稽
な
京
伝
鼻
を
持
つ
作
者
と
共
に
描
か
れ
て
お
り
、
虚
構
で
あ
る
こ
と
が

明
白
で
あ
る
。

　

一
方
、「
於
紙
製
烟
包
舗
」
の
よ
う
な
文
言
（
⑤
～
⑦
）
は
、
京
伝
が
京
橋

に
ひ
ら
い
た
店
の
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
宣
伝
を
兼
ね
る
。
同
様
に
、
⑧
「
油

堀
」
は
深
川
の
住
居
、
⑨
「
通
町
」
と
⑩
「
京
橋
」
は
京
伝
見
世
の
住
所
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
実
在
す
る
作
者
を
読
者
に
想
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、
店

の
広
告
を
兼
ね
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
（
⑧
⑨
）、
こ
う
い
っ
た
描
写
に

は
、
先
に
見
た
『
御
存
商
売
物
』
の
よ
う
に
、
生
業
に
忙
し
く
す
る
作
者
像

を
演
じ
る
側
面
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

二

－

三
　
執
筆
活
動
と
生
活
に
つ
い
て
の
言
及

　

続
い
て
、
自
身
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
る
。

〇
店
の
経
営
や
考
証
活
動
で
忙
し
い
〈
作
者
〉

　

⑪�

「
な
り
は
ひ
し
げ
き
梢
を
つ
た
ふ
、
む
さ
さ
び
の
翁
、
醒
々
斎
と
い
ふ
、

書
よ
む
室む
ろ

に
お
き
て
し
る
し
つ
け
つ
」
…
…
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』（
読

本
・
文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
刊
）

　

⑫�

「
骨
董
集
の
著
述
の
い
と
ま　

醒
々
斎
に
於
い
て
」…
…
『
濡
燕
子
宿
傘
』

（
合
巻
・
文
化
十
一
年
〈
一
八
一
四
〉
刊
）

　

⑬�

「
骨
董
集
の
著
述
の
い
と
ま
。
此
度
ひ
ろ
む
る
新
製
の
。
化
粧
薬
の
白
牡

丹
。
其
調
合
の
片
手
に
は
。
絵
草
紙
の
作
何
や
か
や
。
心
世
話
し
き
」

…
…
『
会
談
三
組
盃
』（
合
巻
・
文
化
十
一
年
〈
一
八
一
四
〉
刊
）

〇
隠
居
で
き
ず
執
筆
料
の
た
め
に
著
作
す
る
〈
作
者
〉

　

⑭�
「
永
寿
堂
の
あ
る
じ
。
つ
と
入
来
つ
て
机
の
傍
に
。
ど
う
だ
〳
〵
の
居
催

促
（
中
略
）
版
元
は
つ
ご
と
声
。
作
が
出
来
ず
は
作
料
を
。
取
て
も
ど

ろ
か
サ
ア
そ
れ
は
。（
中
略
）
せ
ん
か
た
机
の
笔
と
つ
て
。
丈
は
た
ゝ
ね

ど
で
た
ら
め
に
。（
中
略
）
書
名
を
し
る
し
て
与
へ
け
れ
ば
。
板
元
は
忽

【図 3】�『作者胎内十月図』三丁裏　
書斎で思案する京伝鼻の京伝
（東京都立中央図書館加賀文
庫蔵、画像は国書データベー
スに拠る。DOI：https://doi.
org/10.20730/100053799）
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に
歓
喜
踊
躍
の
体
を
な
し
。
作さ

礼ら
い

而に

去こ

〳
〵
立
か
へ
る
」
…
…
『
糸
桜

本
朝
文
粋
』（
合
巻
・
文
化
七
年
〈
一
八
一
〇
〉
刊
）

　

⑮�
「
世
に
ふ
る
は
さ
ら
に
宗
祇
の
や
ど
り
と
は
、
な
ま
悟
に
悟
な
が
ら
寸
陰

を
お
し
む
べ
き
心
も
な
く
、
益
な
し
ご
と
に
ひ
ま
を
つ
ぶ
し
、
夜
な
べ

仕
事
に
灯
械
皿
の
油
を
つ
ひ
や
し
」
…
…
『
播
州
皿
屋
敷
物
語
』（
合

巻
・
文
化
八
年
刊
〈
一
八
一
一
〉
刊
）

　

⑯�

「
残
る
暑
に
筆
を
と
る
も
、
も
の
う
け
れ
ど
、
や
む
こ
と
を
え
ず
蚊
帳
の

う
ち
に
、
と
も
し
火
を
い
れ
て
机
に
む
か
ひ
を
れ
は
（
中
略
）
は
だ
へ

に
蚤
の
あ
と
つ
け
ば
（
中
略
）
汗
は
五
尺
の
染
五
郎
」
…
…
『
升
繋
男

子
鏡
』（
合
巻
・
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊
）

　

⑰�

「
お
も
ひ
い
る
山
の
奥
に
は
鹿
よ
り
も
な
ほ
、
狼
な
ど
ゝ
い
ふ
い
や
な
や

つ
あ
れ
ば
、
山
居
は
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
嗚
呼
金
が
ほ
し
い
と
い
ふ
心
の

塵
は
つ
も
れ
ど
も
、
身
の
か
く
れ
家
を
も
と
む
べ
き
貯
も
な
け
れ
ば
、

（
中
略
）
世
間
の
寝
し
づ
ま
り
た
る
こ
ろ
よ
り
後
を
、
し
ば
し
閑
居
の
き

ど
り
に
て
、
独
灯
の
下
に
終
夜
、
例
の
よ
し
な
し
こ
と
を
か
き
を
れ
は

（
中
略
）
す
こ
し
は
隠
者
気
に
な
れ
ど
、
油
の
銭
の
つ
ひ
え
か
と
、
朝
ね

ふ
た
き
に
、
ほ
つ
と
し
て
世
を
の
が
る
ゝ
の
か
た
き
を
し
り
ぬ
」
…
…

『
児
ヶ
淵
桜
之
振
袖
』（
合
巻
・
文
化
十
年
〈
一
八
一
四
〉
刊
）

　

⑱�

「
蚊
は
ぶ
ん
〳
〵
蚤
は
し
く
〳
〵
。
夜
な
べ
さ
へ
は
か
の
ゆ
か
ざ
る
夏
の

夜
の
。
な
ほ
お
そ
ろ
し
き
は
板
元
の
た
て
催
促
。
手
付
の
ぢ
ん
金
せ
め

手
紙
。（
中
略
）
サ
ア
じ
ん
じ
や
う
に
草
稿
を
。
渡
す
ま
い
か
と
せ
め
つ

け
ら
れ
」…
…
『
安
達
原
氷
之
姿
見
』（
合
巻
・
文
化
十
年
〈
一
八
一
四
〉

刊
）

　

⑲�

「
繁
華
の
地
に
住
者
は
。（
中
略
）
蛍
の
価
で
は
油
が
買
れ
。
雪
を
積
べ

き
空
地
も
な
し
。
さ
れ
ば
や
つ
ぱ
り
油
火
で
。
夜
並
仕
事
の
読
書
丸
。」

…
…
『
会
談
三
組
盃
』（
合
巻
・
文
化
十
一
年
〈
一
八
一
五
〉
刊
）

　

⑳�

「
そ
れ
に
し
も
は
ぢ
ざ
る
は
。
絵
草
紙
の
俚
言
な
り
。
そ
れ
知
つ
ゝ
か
う

よ
し
な
し
こ
と
を
か
き
流
す
も
。
実
は
命
を
つ
な
ぎ
銭
の
為
に
し
て
。

か
へ
せ
と
は
た
る
損
料
の
。
史
記
も
蛍
の
行
灯
で
。
夜
並
仕
事
の
み
ゝ

ず
が
き
ぞ
か
し
（
中
略
）
こ
ろ
ば
ぬ
さ
き
に
杖
を
つ
き
。
春
か
ら
情
を

出
し
て
お
く
も
。（
中
略
）
師
走
の
か
け
取
を
お
そ
る
れ
ば
な
り
。」…
…

『
石
枕
春
宵
抄
』（
文
化
十
三
年
〈
一
八
一
七
〉
刊
）

　
「
店
の
経
営
や
考
証
活
動
で
忙
し
い
〈
作
者
〉」（
⑪
～
⑬
）
で
挙
げ
た
例
で

は
、
執
筆
以
外
の
活
動
に
つ
い
て
言
及
し
、
せ
わ
し
な
い
作
者
像
が
示
さ
れ

る
。
特
に
⑫
⑬
で
示
し
た
「
骨
董
集
の
著
述
の
い
と
ま
」
と
い
う
表
現
は
、

文
化
十
一
年
以
降
に
執
筆
さ
れ
た
合
巻
の
署
名
欄
に
頻
出
し
て
お
り
、
京
伝

の
考
証
活
動
へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
示
す
と
共
に
、
俗
事
で
あ
る
戯
作
に
対
し
、

考
証
と
い
う
雅
事
を
「
本
業
」
と
す
る
〈
作
者
〉
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
印
象

づ
け
る
。

　

ま
た
、「
隠
居
で
き
ず
執
筆
料
の
た
め
に
著
作
す
る
〈
作
者
〉
像
」（
⑭
～

⑳
）
の
事
例
は
、
執
筆
料
を
主
た
る
収
入
源
と
は
し
な
か
っ
た
前
期
戯
作
の

時
代
の
作
者
た
ち
と
は
異
な
り
、
京
伝
や
馬
琴
、
一
九
と
い
っ
た
職
業
的
作

者
が
原
稿
料
と
し
て
現
金
を
得
た
初
期
の
例
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う

に
（
（1
（

、
作
者
と
板
元
の
関
係
が
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
張
す

る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
⑭
⑱
に
描
か
れ
る
、
板
元
に
対
し
て
弱
気
な
〈
作
者
〉
は
、
金

が
絡
み
、
板
元
か
ら
の
要
請
に
応
え
ざ
る
を
得
な
い
執
筆
の
在
り
方
を
反
映

さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
⑮
⑰
⑲
⑳
と
い
っ
た
、
金
銭
を
要
す
る
都

会
の
生
活
の
世
知
辛
さ
を
綴
る
序
文
か
ら
は
、
本
物
の
文
人
に
な
り
切
れ
な
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い
〈
作
者
〉
の
姿
が
う
か
が
え
る
。

　

生
活
苦
を
綴
る
序
文
の
う
ち
、
夜
な
べ
し
て
執
筆
に
苦
し
む
〈
作
者
〉
が

数
例
見
ら
れ
る
が
、
特
に
⑯
⑱
は
、
蚊
と
暑
さ
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
執
筆
す

る
作
者
像
が
印
象
的
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
描
写
は
、
戯
作
者
の
執
筆
の
苦

し
み
を
描
い
た
式
亭
三
馬
の
合
巻
『
腹
之
内
戯
作
種
本
』（
文
化
八
年
〈
一
八

一
一
〉
刊
）
に
先
行
す
る
。

　

そ
も
〳
〵
戯
作
者
と
申
し
奉
る
は
、
勿
体
な
く
も
勿
体
を
つ
け
て
、

四
角
な
文
字
の
本
箱
を
並
べ
、
唐
机
に
向
つ
て
孔
雀
の
尾
を
ひ
け
ら
か

し
文
房
の
四
友
こ
と
〴
〵
く
備
は
り
て
、
唐
更
紗
の
茵
の
上
に
本
多
頭

の
き
ん
〳
〵
と
し
て
座
し
て
ゐ
る
は
、
絵
描
き
が
お
ま
け
に
描
い
て
く

れ
る
贔
屓
分
の
絵
空
事
な
り
。（
中
略
）
毎
晩
〳
〵
行
燈
と
睨
め
く
ら
し

て
、
ま
じ
り
〳
〵
と
夜
を
明
か
す
な
り
。
夏
の
夜
の
蒸
し
暑
き
に
も
、

真
裸
で
蚊
帳
の
中
へ
む
ぐ
り
こ
み
、
ふ
ん
ど
し
一
ツ
で
机
に
向
へ
ば
、

汗
は
ぽ
た
り
〳
〵
と
机
を
ひ
た
し
、
蚊
は
ぶ
ん
〳
〵
と
体
を
刺
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
四
角
な
文
字
の
本
箱
」
や
「
唐
机
」、「
孔
雀
の
尾
」
と
い
っ

た
文
人
風
の
器
物
に
囲
ま
れ
、
通
人
ら
し
い
装
い
で
描
か
れ
る
〈
作
者
〉
は
、

画
師
に
よ
る
「
絵
空
事
」
で
あ
る
と
し
て
、
勿
体
を
つ
け
た
文
人
的
作
者
像

は
虚
構
だ
と
曝
露
す
る
。

　
【
図
3
】
や
序
文
の
②
～
④
の
よ
う
な
文
人
風
の
〈
作
者
〉
が
、
一
種
の
滑

稽
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
三
馬
は
そ
の

う
え
で
、
渡
世
の
為
夏
の
夜
に
奮
闘
す
る
〈
作
者
〉
像
を
描
き
（
傍
線
部
）、

さ
ら
に
、
蚊
帳
の
中
で
暑
さ
に
苦
し
む
作
者
の
姿
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

　

前
掲
の
⑯
⑱
も
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
た
〈
作
者
〉
像
で
あ
り
、

文
人
風
の
書
斎
に
い
る
〈
作
者
〉
を
描
い
て
と
ぼ
け
て
み
せ
る
作
品
群
（
②

～
④
）
に
比
べ
、
そ
れ
を
虚
構
で
あ
る
と
自
ら
暴
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
卑
近
化
・
滑
稽
化
し
た
〈
作
者
〉
像
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
実
際
の
作
者
像
と
し
て
捉
え
る
必
要
は
な
い
。
有
名

な
逸
話
で
は
あ
る
が
、
曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
巻
之
二

上
（
（1
（

（
天
保
五
年
〈
一
八
三
四
〉
成
稿
）
の
一
説
を
次
に
引
用
す
る
。

　
（
有
澤
注
、
板
元
・
角
丸
屋
か
ら
の
読
本
執
筆
の
催
促
が
頻
り
で
あ
っ

た
た
め
、）
京
伝
怒
り
て
、「
著
編
は
問
屋
よ
り
買
出
す
物
と
お
な
じ
か

ら
ね
ば
、
遅
速
は
か
ね
て
料
り
が
た
か
り
。
且
吾
身
は
大
江
戸
の
通
り

町
な
る
表
店
に
て
奴
婢
三
、
四
名
を
使
ひ
て
活
業
を
す
な
る
に
、
其
許

よ
り
受
る
潤
筆
に
て
は
一
ヶ
月
も
支
へ
が
た
か
り
。
か
ゝ
れ
ば
活
業
の

暇
あ
る
折
な
ら
で
は
筆
を
把
し
り
が
た
し
。
そ
を
遅
し
と
思
ひ
給
は
ゞ
、

別
人
に
た
の
み
給
へ
。
吾
は
得
綴
ら
じ
」
と
い
ひ
し
か
ば
、
甚
助
も
亦

う
ち
腹
だ
ち
て
、
こ
の
ゝ
ち
は
来
ず
な
り
ぬ
と
ぞ
。

　

紙
煙
草
入
店
の
経
営
は
、
京
伝
の
文
名
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
営
み
は
、
収
入
源
の
両
輪
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、

費
や
す
時
間
や
労
力
が
戯
作
執
筆
よ
り
も
優
先
さ
れ
た
と
は
一
概
に
言
え
な

い
も
の
の
、
生
活
基
盤
が
別
に
あ
る
こ
と
や
（
傍
線
部
）、
著
作
の
実
績
が
あ

る
こ
と
で
、
京
伝
は
、
板
元
に
異
見
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る（（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
板
元
と
の
世
知
辛
い
関
係
や
卑
俗
な
生
活
を
想
起
さ
せ
る

文
言
は
虚
構
で
あ
り
、
描
か
れ
た
〈
作
者
〉
と
そ
の
実
態
と
の
距
離
は
、
常

に
作
者
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

　

序
文
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
虚
像
」
が
固
ま
れ
ば
固
ま
る
ほ
ど
、
実
像

と
の
距
離
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
戯
作
と
い
う
営
為
が
虚
構
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
板
元
か
ら
原
稿
料
を
受
け
取
っ
て
執
筆
し
て
い
る
戯
作
も
、
生
業

か
ら
離
れ
た
「
遊
び
」
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
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三
　「
古
」
で
遊
ぶ

　

京
伝
の
戯
作
に
お
け
る
「
遊
び
」
を
読
み
解
く
ひ
と
つ
の
鍵
は
、「
古
」
で

あ
る
と
考
え
る
。
最
後
に
、
序
文
に
見
る
「
古
」
の
意
識
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

小
池
藤
五
郎
氏（（1
（

が
、
京
伝
の
黄
表
紙
に
赤
本
復
古
意
識
が
見
て
取
れ
る
こ

と
を
夙
に
指
摘
す
る
と
お
り
、
黄
表
紙
の
序
文
に
は
、
赤
本
へ
の
言
及
が
し

ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
部
を
次
に
抜
粋
す
る
。

　

㉑�

「
そ
れ
赤
本
は
。
一
つ
趣
向
を
種
と
し
て
。
万
の
笑
ひ
と
ぞ
な
れ
り
け
る

（
中
略
）
御
子
様
方
の
御
心
を
慰
む
る
は
赤
本
な
り
」
…
…
『
桃
太
郎
発

端
説
話
』（
黄
表
紙
・
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
刊
）

　

㉒�

「
彼
昔
話
赤
本
の
お
定
ま
り
、
む
か
し
む
か
し
あ
つ
た
と
さ
と
い
へ
る
言

を
、
此
稗
史
の
叙
語
発
語
と
な
し
て
、
三
巻
の
小
説
を
編
る
こ
と
」…
…

『
箕
間
尺
参
人
酩
酊
』（
黄
表
紙
・
寛
政
六
年
〈
一
七
九
四
〉
刊
）

　

㉓�

「
当
年
に
案
じ
出
し
奉
る
。
や
ぼ
天
竺
十
五
丁
者
の
赤
本
尊
三
冊
」…
…

『
呑
込
多
霊
宝
縁
記
』（
黄
表
紙
・
享
和
二
年
〈
一
八
〇
二
〉
刊
）

　

こ
う
い
っ
た
、
子
供
向
け
の
慎
ま
し
い
草
双
紙
を
書
く
と
い
う
姿
勢
は
、

初
期
の
黄
表
紙
か
ら
一
貫
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

　

先
に
挙
げ
た
『
御
存
商
売
物
』
序
文
に
は
「
御
子
さ
ま
が
た
」
と
い
う
文

言
が
あ
り
、
本
文
中
で
も
、
黄
表
紙
が
さ
さ
や
か
な
娯
楽
品
で
あ
る
と
い
う

文
脈
で
、「
雨
中
の
徒
然
に
は
豆
煎
と
肩
を
並
べ
、
女
中
様
か
た
・
お
子
様
方

の
御
贔
屓
強
く
」「
然
れ
ど
も
、
そ
の
身
奢
る
心
な
く
、
や
つ
ぱ
り
漉
返
し
の

紙
に
て
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
『
敵
討
天
竺
徳
兵
衛
』（
合

巻
・
文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
刊
）
の
序
文
「
児
女
の
目
ざ
ま
し
ぐ
さ
と
な

す
而
己
。」
に
み
る
よ
う
に
、
草
双
紙
が
合
巻
の
時
代
に
入
っ
た
後
に
も
基
本

的
に
は
貫
か
れ
た
態
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（（1
（

。

　

一
方
で
合
巻
に
は
、
読
者
の
一
部
が
、
尚
古
趣
味
を
持
つ
「
雅
」
の
読
者

で
あ
る
と
い
う
意
識
も
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

た
と
え
ば
『
松
梅
竹
取
談
』（
合
巻
・
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
刊
）
後
秩

「
附
言
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

　

宝
暦
年
中
、
鱗
型
屋
の
板
に
、
八
百
屋
お
七
狂
言
の
絵
草
紙
あ
り
。

「
い
で
も
の
み
せ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
や
ん
ら
ぬ
は
あ
り
や
〳
〵
」
と
い

へ
る
古
風
な
る
詞
書
の
あ
り
し
比
の
古
き
を
尋
ね
て
、
新
し
く
綴
合
せ

し
此
絵
草
紙
に
因
縁
深
け
れ
ば
、
其
う
ち
半
張
を
模
し
て
右
に
あ
ら
は

し
、
絵
草
紙
復
古
の
趣
を
好
古
の
君
子
に
告
は
べ
る
な
り
。

　

こ
の
直
前
に
あ
た
る
見
返
し
に
、「
宝
暦
年
間
、
八
百
屋
於
七
狂
言
絵
草

紙
」
と
し
て
草
双
紙
を
模
刻
し
掲
載
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
好
古
の
君
子
」

の
た
め
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
序
と
口
絵
に
よ
っ
て
古
の
絵
双
紙
を
表
現
す
る
『
風
流
伽
三
味

線
』（
（1
（

（
合
巻
・
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
刊
）
の
自
序
で
は
、
八
文
字
屋
本
の

浮
世
草
子
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
「
其
ふ
る
き
を
し
た
ひ
、
今
の
絵
草
紙
の
い

に
し
へ
に
か
へ
り
た
る
を
示
さ
ん
と
な
り
。（
中
略
）
い
さ
ゝ
か
も
た
は
け
た

る
こ
と
を
記
さ
ゞ
る
は
、
作
者
の
微
意
な
り
。
見
ん
人
是
を
思
へ
。」
と
し
て

い
る
。

　
「
好
古
の
君
子
」
や
「
見
ん
人
」
と
は
同
好
の
士
、
つ
ま
り
京
伝
と
同
じ
く

尚
古
趣
味
を
持
つ
読
者
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
ろ
う
。
既
に
収
集
と
考
証
の
対

象
と
な
っ
た
古
の
絵
草
紙
を
、
序
と
口
絵
に
よ
っ
て
紙
面
に
表
現
し
よ
う
と

す
る
趣
向
は
、「
御
子
さ
ま
方
」
と
は
一
線
を
画
す
る
、
知
識
人
を
意
識
し
て

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（2
（

。
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お
わ
り
に

　

前
期
戯
作
が
、
生
業
を
持
つ
知
識
人
の
余
技
・
知
的
遊
戯
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、「
ひ
と
つ
の
精
神
運
動
そ
の
も
の
」（
（2
（

と
し
て
考
証
に
取
り
組
ん
だ
京

伝
が
、
そ
の
知
識
を
自
在
に
駆
使
し
、
い
く
つ
も
の
実
在
し
な
い
時
空
間
を

描
き
出
す
営
為
は
、
そ
れ
と
同
様
の
性
格
を
持
つ
と
言
え
る
。

　

戯
作
の
序
文
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
〈
作
者
〉
像
は
、
作
者
の
実
生
活
か

ら
距
離
を
取
り
続
け
、
戯
作
の
虚
構
性
を
保
証
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
読

者
に
開
示
す
る
〈
作
者
〉
像
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
京
伝
の
「
本
業
」

や
考
証
の
〈
実
〉
が
担
保
さ
れ
、
戯
作
と
い
う
営
為
は
、
知
を
遊
ば
せ
る
自

由
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
若
手
研
究　

課
題
番
号
： 

22 K13036

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）	

京
伝
作
品
の
引
用
は
『
山
東
京
傳
全
集
』（
ぺ
り
か
ん
社
）
に
拠
る
。
ま

た
、
京
伝
作
品
は
、
作
者
名
を
示
さ
な
い
。

（
2
）	

腮
尾
尚
子
「
い
わ
ゆ
る
「
京
伝
鼻
」
に
就
い
て
の
一
考
察
」（『
国
文
』
七

十
一
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）、
同
「「
京
伝
鼻
」
の
ル
ー
ツ
再
考
」（『
国
文
』

八
十
八
、
一
九
九
八
年
一
月
）

（
3
）	

津
田
眞
弓
『
江
戸
絵
本
の
匠　

山
東
京
山
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に

お
い
て
は
、
弟
・
京
山
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た
、
京
伝
の
死
絵
と
し
て
の
性

格
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
4
）	

有
澤
知
世
「
戯
作
者
の
象
徴
―
京
伝
・
三
馬
に
注
目
し
て
―
」（『
日
本

文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
七
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

（
5
）	

山
本
和
明
「
京
伝
・
雅
望
と
和
学
」（『
近
世
後
期
江
戸
小
説
論
攷
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
二
三
年
）

（
6
）	

『
野
辺
夕
露
』
原
書
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
は
未
見
。
注
5
山
本
氏

論
文
の
引
用
に
拠
る
。

（
7
）	

長
島
弘
明
「
変
装
す
る
〈
作
者
〉
―
上
田
秋
成
の
小
説
を
例
と
し
て
」（
ハ

ル
オ
・
シ
ラ
ネ
他
編
『〈
作
者
〉
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）

（
8
）	

京
伝
の
筆
禍
周
辺
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
至
子
『
江
戸
の
出
版
統
制
―
弾
圧

に
翻
弄
さ
れ
た
戯
作
者
た
ち
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
が
詳
し
い
。

（
9
）	

有
澤
知
世
「
戯
作
者
と
い
う
〈
ブ
ラ
ン
ド
〉
―
式
亭
三
馬
の
広
告
文
を
例

に
―
」（『
上
方
文
藝
研
究
』
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
）

（
10
）	

中
村
幸
彦
『
戯
作
論
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）

（
11
）	

鈴
木
俊
幸
『
新
版　

蔦
屋
重
三
郎
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
二

年
）

（
12
）	

鈴
木
俊
幸
『
江
戸
の
本
づ
く
し
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）

（
13
）	

記
号
的
な
物
質
に
よ
り
「
風
」
を
醸
し
出
す
表
現
に
つ
い
て
は
、K

O
IA

S

（
神
戸
大
学
雰
囲
気
学
研
究
所
）
の
定
期
研
究
会
で
示
唆
を
受
け
た
。

（
14
）	

曲
亭
馬
琴
『
伊
波
伝
毛
乃
記
』（
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
序
）（
徳
田
武

校
注
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
）

（
15
）	

注
14
同
書
所
収
。

（
16
）	

佐
藤
悟
「
馬
琴
の
潤
筆
料
と
板
元
―
合
巻
と
読
本
―
」（『
近
世
文
藝
』

五
十
九
、
一
九
九
四
年
一
月
）
で
は
、
馬
琴
が
板
元
と
執
筆
料
の
交
渉
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
績
の
あ
る
作
者
が
、
あ
る
程
度
は
板

元
に
意
志
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
17
）	
小
池
藤
五
郎
「
洒
落
過
ぎ
の
苦
悩
と
赤
本
復
古
の
先
駆
」『
山
東
京
傳
の
研

究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）

（
18
）	

水
野
稔
「
後
期
草
双
紙
の
庶
民
教
化
」（『
江
戸
小
説
論
叢
』
中
央
公
論
、

一
九
七
四
年
）
に
お
い
て
、
合
巻
の
つ
つ
ま
し
や
か
な
「
分
」
の
在
り
方
が
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指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）	

京
伝
の
自
序
の
直
前
に
、『
け
い
せ
い
哥
三
味
線
』（
江
島
其
磧
作
、
享
保

十
七
年
〈
一
七
三
二
〉
刊
）
の
「
序
」
を
一
部
翻
案
し
、「
右
八
文
舎
自
笑
江

島
其
磧
が
序
文
を
翻
案
し
仮
用
以
て
這
稗
史
の
序
と
せ
り
」
と
し
て
掲
載
す

る
こ
と
、
ま
た
「
倣
西
川
祐
信
之
図
」
と
し
て
浮
世
草
子
風
の
挿
絵
を
掲
載

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
水
野
稔
「
京
伝
合
巻
の
研
究
序
説
」『
江
戸
小
説

論
叢
』、『
山
東
京
傳
全
集
』
合
巻
4
「
解
題
」）。
ま
た
、
半
紙
本
体
裁
本
表

紙
の
絵
題
簽
は
、
八
文
字
屋
本
の
横
本
型
の
装
丁
を
模
す
。

（
20
）	

有
澤
知
世
「
合
巻
は
「
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
せ
つ
な
し
業
」
か
―
十
九
世
紀
江

戸
の
文
化
人
〝
岩
瀬
醒
〟
の
営
為
を
考
え
る
」（『
日
本
文
学
』
七
十
三
、
二

〇
二
三
年
七
月
）
に
お
い
て
、
京
伝
の
合
巻
に
お
け
る
知
的
遊
戯
に
つ
い
て

論
じ
た
。
一
部
重
複
が
あ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

（
21
）	

注
5
に
同
。

（
あ
り
さ
わ　

と
も
よ
／
神
戸
大
学
講
師
）


